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今号より戦国武将ゆかりの地を特集します。戦国時代に生きた武将たちは、激しい合戦や政治的な謀略など、
さまざまな困難に直面しながらも勇猛果敢に戦いました。そのような人々の姿勢には、私たち現代人にも学ぶ
べきところがたくさんあると思います。

編集委員一同（川村和也、平松義行、大串淳、大脇友裕、田中麻美、小笠原千夏、小川裕美子、鈴木基司）

覚えておきたい「朝食のメリット」

　　食事と食事の間隔が長くなったり、夕食
の時間が遅くなったりすると、肥満や生活
習慣病につながりやすくなることがわかって
います。

　　人間の体内時計は24時間ちょうどに
刻むことができず、ずれを調整する必要があり
ます。そのためには、朝日を浴びることと朝食
をとることが有効です。

守りたい「食事リズムのポイント」

1日3回のリズムで食べる 朝食で体内時計をリセット

1日3回、食事時間を決めて食べる
間食は、時間を決めて食べる
起床、就寝、食事など、生活リズム全体を整える

生体リズムが整い、1日がすっきりと過ごせる
体が目覚め、仕事がはかどる
昼食、夕食の食べ過ぎを防ぎ、肥満を防止する

「べジファースト」とは「ベジタブルファースト」のことで、その名の通り野菜を先に
食べる方法のことです。野菜、たんぱく質（肉、魚など）、炭水化物（ご飯、パンなど）
の順に食べることで、血糖値の急上昇を抑えてくれる効果があります。野菜を
先に食べることで、空腹感がやわらぎ、食べ過ぎ防止になるメリットもあります。
ただし、少量の野菜や早食いでは効果はありません。
私たちが満腹になるためには「満腹中枢」への刺激が
不可欠です。食べ始めてから満腹中枢が作用する
までにかかる時間は、約20分といわれています。
よく噛んで、ゆっくり食べるように心がけましょう。

べジファースト
食べる順番は

がおすすめ

を取り入れよう

食事リズムが大切な理由は？ 体内時計は25時間？？なぜ ？ホント
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名古屋市
清須市

愛知

伊勢湾

三河湾

岡崎市

豊橋市

名古屋駅

カクキュー八丁味噌の郷

清洲城

岡崎城

清洲城
清洲城は、織田信長や徳川家康をはじめとする武将たちが築城や攻防戦などで関わった場所
であり、その歴史は豊かで数々の有名な合戦が繰り広げられました。
信長はこの城から桶狭間の戦いに出陣するなど約10年間清洲を居城としました。永禄5年
（1562年）には信長と家康との間で「清洲同盟」がこの城で結ばれました。
天正10年（1582年）の本能寺の変で信長が討たれると、清洲城にて「清洲会議」が行われ、
城は次男・織田信雄が相続しました。慶長5年（1600年）の関ヶ原の戦いの折りには、東軍の
後方拠点として利用されたそうです。
慶長15年（1610年）徳川家康は清洲城廃城と名古屋城築城を命じ、町の建物、町の機能
全てが移転する「清洲越」が行われました。これにより尾張の政治・経済・司法の中心は清洲から
名古屋へ移り、清洲城とともにその城下町は歴史
から姿を消し去りました。
清洲城は実際には現在の清洲公園の場所にあった
と言われています。平成元年（1989年）、金色に輝く
鯱を屋根にいただく4層の「清洲城天守閣」が再建さ
れました。武将たちの華麗な武芸を模したショーなど
も行われており、多くの人々に愛される城跡の一つと
なっています。

岡崎城
天文11年（1531年）12月26日、徳川家康は岡崎城内で誕生しました。その
後家康は織田家、今川家の人質として少年期を過ごしましたが、永禄3年
（1560年）桶狭間の合戦で今川義元が戦死したことを契機に自立しま
した。以来、岡崎城を拠点に天下統一という偉業への基礎を固めました。
江戸時代に入ると、岡崎城は「神君出生の城」として神聖視され、家格の
高い譜代大名が城主となりました。石高こそ5万石前後と少なかったですが、
大名は岡崎城主になる事を誇りにしたと伝えられています。
現在の岡崎城周辺はお城を中心とした公園になっています。天守閣を囲んで
乙川、伊賀川沿いに咲き誇る春の桜は見事で「日本さくら名所100選」
にも選ばれているほどです。広大な敷地の中には、岡崎城のみならず神社や
料亭、歴史資料館もあり、日本情緒を感じながらの歴史散策にぴったりです。

カクキュー八丁味噌の郷
八丁味噌の名は、愛知県岡崎市の岡崎城から西へ八丁（約870メートル）の距離にある
八丁町（旧八丁村）に由来しているそうです。この地は矢作川の舟運と旧東海道が交わ
る水陸交通の要所でした。江戸時代には土場（船着き場）・塩座（塩の専売）があり、
舟運を利用して原料の大豆や塩を調達し味噌の出荷ができました。また、矢作川の良質
な水にも恵まれ味噌造りの条件が揃っていました。徳川家康の健康と長寿と支えたのは
「麦飯と豆味噌」だったとも言われています。
今回訪れた「カクキュー八丁味噌の郷」では八丁味噌の歴史や製法、そしてその美味しさ
を体験できる様々な施設があります。さらに八丁味噌の郷では、八丁味噌の味わいを
楽しめるスイーツも販売されています。八丁味噌を使ったソフトクリームや和菓子、
洋菓子などさまざまなスイーツが揃っています。

カクキュー八丁味噌の郷
●所在地／愛知県岡崎市八丁町69番地
●TEL／0564-21-1355　●営業時間／9：00～17：00（見学時間は10：00～16:00）

data

名古屋駅 きしめん
きしめんは愛知県を中心に広く食べられている太い麺が特徴的なうどんの一種です。
通常のうどんとは異なり、太くてフワフワとした食感が特徴で、醤油ベースの出汁
や味噌味など様々な味で楽しめます。この出汁と特徴的な麺が絶妙なバランスで
マッチしているため、一度食べたら病みつきになる人が多いとされています。
今回訪れた名古屋駅の立ち食いきしめんは長い歴史を持つ老舗の
一つであり、創業は昭和初期にまでさかのぼります。以前は名古屋駅
の中央改札口前に店舗がありましたが、現在はホームの一角で営業
しています。名古屋駅に立ち寄った際には是非一度、立ち食いきしめん
で名古屋名物の味を楽しんでみてはいかがでしょうか。

今年の5月には新型コロナウイルスが「5類」へ引き下げられる事が

決まっています。いよいよコロナ以前の日常が戻ってくるという期待

感に心が躍ります。

今年度の風物詩は戦国武将ゆかりの地を訪れ、歴史背景や豆知識

に加えてご当地ならではの名産品もご紹介する企画です。戦国時代

には各地に多くの武将たちが存在し、その活躍が今でも伝えられて

います。春号はドラマや映画で今話題の徳川家康と織田信長に関係

の深い地を訪れました。観光やビジネスの合間にその地を訪れ、歴史

を感じる旅を楽しんでみてはいかがでしょうか。

徳川家康公銅像
清洲古城跡公園

カクキュー八丁味噌の郷
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ウシのゲップに含まれる
メタンを減らす
―持続的な生産に向けて―

三重大学大学院生物資源学研究科
　教授 松井 宏樹

牛
肉
・
牛
乳
生
産
を
取
り
巻
く
状
況

ウ
シ
が
メ
タ
ン
を
出
す
仕
組
み

　
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
た
通
り
、2
0
2
1
年
に
英
国

で
開
催
さ
れ
た
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
26
回

締
約
国
会
議（
C
O
P
26
）に
お
い
て
、岸
田
総
理
は

2
0
3
0
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
発
信
し

ま
し
た
。2
0
1
0
年
比
で
2
0
3
0
年
ま
で
に
世
界

全
体
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
45
%
削
減
す
る
と
い
う

野
心
的
な
も
の
で
す
。ウ
シ
の
あ
い
気（
ゲ
ッ
プ
）に
は

メ
タ
ン
が
含
ま
れ
て
お
り
、ウ
シ
1
頭
が
排
出
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
は
乗
用
車
1
台
分
以
上
で
あ
る
と
見
積
も
ら

れ
て
い
ま
す
＊
。ウ
シ
を
含
む
反
芻
家
畜
か
ら
排
出
さ
れ

る
メ
タ
ン
ガ
ス
量
は
、人
為
的
に
排
出
さ
れ
る
メ
タ
ン
ガ
ス

の
15
%
以
上
を
占
め
る
と
推
定
さ
れ
て
い
て
、主
要
な

メ
タ
ン
排
出
源
で
す
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、こ
の
よ
う
な

環
境
負
荷
の
高
い
反
芻
家
畜
の
生
産
物
の
購
買
を
控

え
る
、あ
る
い
は
購
買
し
な
い
と
い
っ
た
選
択
を
す
る

消
費
者
が
増
え
て
お
り
、肉
牛
お
よ
び
乳
牛
の
農
家
が

窮
地
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。今
後
、わ
が
国
で
も

同
様
の
動
き
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。牛
肉
お
よ
び

牛
乳
は
非
常
に
栄
養
価
が
高
い
食
品
で
あ
り
、タ
ン
パ
ク

質
、ミ
ネ
ラ
ル
、ビ
タ
ミ
ン
と
い
っ
た
栄
養
素
の
良
質
な

供
給
源
で
あ
る
た
め
、ウ
シ
の
生
産
物
の
消
費
を
極
端

に
減
ら
す
こ
と
は
栄
養
不
足
を
招
く
可
能
性
が
あ
り

　

ウ
シ
か
ら
排
出
さ
れ
る
メ
タ
ン
は
ル
ー
メ
ン（
第
1
胃
）で

作
ら
れ
ま
す
。ル
ー
メ
ン
か
ら
メ
タ
ン
が
排
出
さ
れ
る
と
、

次
の
2
つ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。1
つ
は
、メ
タ
ン
は

温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
た
め
、環
境
負
荷
を
か
け
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
、も
う
1
つ
は
ウ
シ
が
摂
取
し
た
飼
料

中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
無
駄
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、メ
タ
ン
に
火
を
つ
け
る
と
激
し
く

燃
え
ま
す
。こ
れ
は
メ
タ
ン
が
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

含
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。ル
ー
メ
ン
か
ら
出
る
メ
タ
ン
は
元

を
た
ど
れ
ば
飼
料
に
由
来
し
ま
す
。し
た
が
っ
て
、飼
料

中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ウ
シ
に
利
用
さ
れ
ず
に
大
気
へ
と

放
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ル
ー
メ
ン
で
メ
タ
ン
が
作
ら
れ
る
の
は
次
の
よ
う
な

仕
組
み
で
す
。ウ
シ
が
食
べ
た
飼
料
は
ル
ー
メ
ン
に
入
る

と
、ル
ー
メ
ン
に
住
む
微
生
物（
ル
ー
メ
ン
微
生
物
）に

よ
っ
て
消
化
・
代
謝
さ
れ
ま
す　
　

。ル
ー
メ
ン
微
生
物

は
、代
謝
の
結
果
、揮
発
性
脂
肪
酸（
V
F
A
）、二
酸
化

炭
素
、水
素
と
いっ
た
代
謝
産
物（
老
廃
物
）を
排
出
し

最
後
に

　

農
林
水
産
省
は「
環
境
負
荷
軽
減
型
持
続

的
生
産
支
援
事
業（
通
称
：
エ
コ
畜
事
業
）」

を
行
って
お
り
、環
境
負
荷
軽
減
を
促
進
す
る

た
め
に
、実
践
し
た
農
家
に
対
し
て
補
助
金
を

出
し
て
い
ま
す
。カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
導
入

さ
れ
た
り
、メ
タ
ン
の
排
出
を
抑
制
し
生
産

さ
れ
た
畜
産
物
が
、「
エ
コ
ミ
ー
ト
」や「
エ
コ

ミ
ル
ク
」と
し
て
高
い
価
格
で
流
通
す
る
よ
う

に
な
る
と
、農
家
に
対
し
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

生
ま
れ
、低
環
境
負
荷
型
の
牛
肉
・
牛
乳
の

生
産
が
進
む
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

特　集　

ま
す
。V
F
A
は
ウ
シ
に
よ
り
吸
収
さ
れ
る
と
、エ
ネ
ル

ギ
ー
や
脂
肪
の
原
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。二
酸
化

炭
素
と
水
素
は
引
き
続
き
ル
ー
メ
ン
内
で「
メ
タ
ン
生
成

菌
」に
よ
り
代
謝
を
受
け
、メ
タ
ンへ
と
変
換
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
が
あ
い
気
と
し
て
口
か
ら
出
て
い
く
の
で
す
。

メ
タ
ン
を
減
ら
す
取
り
組
み

　

私
の
研
究
室
で
は
、か
ね
て
よ
り
ウ
シ
か
ら
の
メ
タ
ン

排
出
抑
制
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い
る
の
で
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　

以
前
プ
レ
ス
リ
ッ
ツ
の
特
集
で
米
ぬ
か
が
メ
タ
ン
を

減
ら
し
た
と
い
う
研
究
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
し
た

（
プ
レ
ス
リ
ッツ
85
号
）。こ
の
と
き
、メ
タ
ン
生
成
菌
数
が

約
25
%
減
少
し
ま
し
た（M

atsui

ら
，2
0
1
3
）。

ま
た
、フ
マ
ル
酸
と
い
う
物
質
が
ル
ー
メ
ン
内
に
お
け
る

メ
タ
ン
の
生
成
を
抑
制
す
る
こ
と
は
以
前
か
ら
報
告

さ
れ
て
い
ま
し
た
。フ
マ
ル
酸
は
ル
ー
メ
ン
微
生
物
に

よ
っ
て
代
謝
さ
れ
る
と
き
に
水
素
を
取
り
込
み
、

V
F
A
の
1
つ
で
あ
る
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、こ
れ
ら
2
つ
の
効
果
に
着
目
し
、こ
れ
ら
を
添
加

し
て
、メ
タ
ン
の
抑
制
の
程
度
を
試
験
管
内
で
調
べ
ま

し
た（A

rfan

ら
，2
0
1
6
）。米
ぬ
か
あ
る
い
は
フ
マ
ル

酸
を
単
独
で
添
加
し
た
場
合
、そ
れ
ぞ
れ
13
・
5
%

お
よ
び
34・5
%
メ
タ
ン
が
減
少
し
ま
し
た　
　

。両
者

図
1

図
2

ま
す
。そ
こ
で
、ウ
シ
か
ら
の
メ
タ
ン
排
出
抑
制
を
行
う

こ
と
で
、環
境
負
荷
の
低
い
生
産
を
目
指
し
、気
が
ね

な
く
牛
肉
や
牛
乳
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

＊
走
行
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
ガ
ス
量

を
同
時
に
添
加
し
た
場
合
、43
・
4
%
低
下

し
、プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
が
25
%
増
加
し
ま
し
た
。

環
境
負
荷
と
な
る
メ
タ
ン
を
減
ら
し
、エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
な
る
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
、一
石
二
鳥
の
結
果
と
な
っ
た
の
で
す
。

米
ぬ
か
は
稲
作
が
盛
ん
な
日
本
に
お
い
て
は

容
易
に
入
手
で
き
る
も
の
で
す
。今
後
、メ
タ
ン

を
減
ら
す
た
め
に
米
ぬ
か
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

図1 ウシルーメンからメタンが排出される仕組み
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Arfan Abrar, Kondo M, Kitamura T, Ban-Tokuda T, Matsui H. 2016. Effect of supplementation of rice bran and fumarate alone or in combination on in vitro 
rumen fermentation, methanogenesis, and methanogens. Animal Science Journal. 87: 398 ‒ 404. https://doi.org/10.1111/asj.12431
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on rumen methanogen population density and in vitro rumen fermentation. Grassland Science. 59: 129‒134. https://doi.org/10.1111/grs.12023

米ぬかとフマル酸を同時添加すると、
ルーメンからのメタン発生量を効果的に抑制する
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豊橋工場圧ぺん設備更新
のご紹介
豊橋工場圧ぺん設備更新
のご紹介

　

と
う
も
ろ
こ
し
に
は
硬
質
デ
ン
プ
ン
と
軟
質

デ
ン
プ
ン
の
子
実
の
デ
ン
プ
ン
構
成
の
違
い
に

よ
り
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン（
甘
味
種
）、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

（
爆
裂
腫
）、フ
リ
ン
ト
コ
ー
ン（
硬
粒
腫
）、デ
ン

ト
コ
ー
ン（
馬
歯
種
）な
ど
の
種
類
が
あ
り

ま
す
。飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
は
主
に
デ
ン

ト
コ
ー
ン
が
使
わ
れ
ま
す
。

　

デ
ン
ト
コ
ー
ン
は
粒
の
側
面
に
硬
質
デ
ン

プ
ン
部
、中
央
部
に
軟
質
デ
ン
プ
ン
部
が
あ
る

の
が
特
徴
で
乾
燥
す
る
と
軟
質
デ
ン
プ
ン
部

が
く
ぼ
み
馬
の
歯（
デ
ン
ト
）の
よ
う
に
見
え

る
こ
と
か
ら
馬
歯
種
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

と
う
も
ろ
こ
し
の
デ
ン
プ
ン

　

こ
の
度
、豊
橋
飼
料
豊
橋
工
場
で
は
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
べ
く
、圧
ぺ
ん

設
備
の
新
機
種
の
導
入
を
行
い
ま
し
た
。

　

工
事
は
2
0
2
2
年
6
月
か
ら
始
ま

り
同
年
11
月
に
完
成
と
、お
よ
そ
半
年
に

わ
た
る
大
改
修
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後

は
試
験
製
造
期
間
を
経
て
2
0
2
3
年

1
月
よ
り
本
格
稼
働
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
。 は

じ
め
に

お
わ
り
に

　

飼
料
に
は
粉
砕
、ペ
レ
ッ
ト
化
、フ
レ
ー

ク
化
、ポ
ッ
プ
法
、エ
ク
ス
ト
ル
ー
ダ
ー
法
等

さ
ま
ざ
ま
な
加
工
方
法
が
あ
り
ま
す
。

加
工
の
目
的
は
消
化
性
と
嗜
好
性
を

高
め
る
事
で
す
。例
え
ば
粉
砕
は
子
実

の
皮
を
壊
し
、表
面
積
を
増
や
す
事
で

消
化
が
良
く
な
り
ま
す
。ま
た
他
の

飼
料
原
料
と
の
混
合
が
し
や
す
く
な
り

ま
す
。圧
ぺ
ん
加
工（
フ
レ
ー
ク
化
）は
一
定

時
間
、蒸
気
で
加
熱
す
る
こ
と
で
デ
ン

プ
ン
のα
化
を
進
め
、ロ
ー
ル
を
通
す
こ
と

新
機
種
で
の
狙
い

　

圧
ぺ
ん
加
工
さ
れ
た
原
料
は
主
に

養
牛
用
飼
料
で
使
用
さ
れ
ま
す
。濃
厚

飼
料
中
の
デ
ン
プ
ン
は
牛
の
第
一
胃
内
で

微
生
物
の
働
き
に
よ
り
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
に

分
解
さ
れ
、第
一
胃
で
吸
収
さ
れ
ま
す
。

吸
収
さ
れ
た
プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
は
肝
臓
で

グ
ル
コ
ー
ス
に
再
合
成
さ
れ
、エ
ネ
ル
ギ
ー

源
や
生
産
物
に
使
用
さ
れ
ま
す
。牛
は

牛
の
第
一
胃
と

デ
ン
プ
ン
の
α
化

で
胚
乳
の
構
造
を
壊
し
、デ
ン
プ
ン
の

消
化
性
を
良
く
す
る
加
工
方
法
で
す
。

　

今
回
の
加
圧
式
圧
ぺ
ん
及
び
そ
の

制
御
シ
ス
テ
ム
で
は
自
在
に
加
熱
温
度

（
1
0
0
℃
以
上
）を
設
定
す
る
事
が

可
能
と
な
り
、さ
ら
に
デ
ン
プ
ン
のα
化

の
進
行
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。ご
飯
を

炊
く
際
に
重
し
を
か
け
る
と
早
く
香
ば

し
い
お
い
し
い
ご
飯
に
な
る
事
は
昔
か
ら

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に

原
料
を
加
圧
の
も
と
に
加
工
す
る
と

い
う
特
徴
が
加
圧
蒸
気
圧
ぺ
ん
の
も
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
更
新
し
た
加
圧
式
圧
ぺ
ん
設
備
は

加
圧
釜
内
で
高
い
蒸
気
圧
に
よ
り
高
温
で

蒸
煮
す
る
こ
と
で
原
料
の
内
部
ま
で
熱
が

入
り
、嗜
好
性
の
高
い
圧
ぺ
ん
の
加
工
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、加
圧
缶
内
が
密
閉

度
が
高
く
、蒸
気
圧
の
変
圧
、蒸
煮
時
間

が
任
意
に
設
定
で
き
る
の
でα
化
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

配
合
飼
料
の
主
原
料
は
穀
物
で
す
。穀
物

は
主
栄
養
分
中
デ
ン
プ
ン
の
含
有
量
が
大

部
分
を
占
め
て
い
る
関
係
上
、こ
の
デ
ン
プ
ン

の
利
用
効
率
向
上
が
飼
料
そ
の
も
の
の
価
値

向
上
に
繋
が
り
ま
す
。飼
料
価
格
が
高
騰

す
る
な
か
、今
回
の
機
械
の
更
新
が
畜
産
物

の
生
産
に
よ
り
効
率
的
に
な
る
こ
と
で
生

産
者
の
手
助
け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。世
の
中
の
情
勢
が
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
す
る
な
か
、生
産
者
の
期
待
に
応

え
、と
も
に
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
今
後
も

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

皮
が
つ
い
た
子
実
の
ま
ま
で
は
ほ
と
ん
ど

消
化
さ
れ
な
い
為
、デ
ン
プ
ン
の
消
化
率
を

上
げ
る
為
に
加
工
が
必
要
で
す
。子
実
中

の
デ
ン
プ
ン
は
蛋
白
質
の
膜
や
胚
乳
細
胞

の
厚
い
膜
に
包
ま
れ
て
い
る
為
、こ
の
構
造

を
熱
や
水
分
、機
械
的
な
作
用
で
壊
し
、

デ
ン
プ
ン
の
粒
を
露
出
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。デ
ン
プ
ン
に
水
と
熱
を
か
け

る
こ
と
で
消
化
性
を
良
く
す
る
の
がα
化

で
す
。

中
部
営
業
部

平
松 

義
行

文

1マルト のとりくみ

尖帽 胚芽

果皮

胚乳
（粉質部）・（角質部）

ポップ種
（爆裂種）

ソフト種
（軟粒種）

フリント種
（硬粒種）

デント種
（馬歯種）

ワキシー種
（もち質種）

スイート種
（甘味種）

牛の獣医さん commits 大動物臨床！！！（牛の獣医師が診療や技術や畜産について述べるブログ）より
トウモロコシの種類と子実の形（吉田・高野1989より引用）

胚

軟質デンプン
もち質デンプン
糖質デンプン

硬質デンプン

日本スターチ・糖化工業会ホームページから引用

一般的な圧ぺんの製造工程図

とうもろこし粒

原料搬入1 精選2 原料タンク3 加熱蒸気圧ぺん加熱蒸気圧ぺん4

冷却・乾燥5製品タンク6

圧ぺん製品の写真
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食品等事業者における
HACCP

食品等事業者における
HACCP

　

我
が
国
の
食
を
と
り
ま
く
環
境
変
化

や
国
際
化
等
に
対
応
し
、食
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、2
0
1
8
年
に
食
品

衛
生
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、2
0
2
1
年
6
月

1
日
か
ら
、原
則
す
べ
て
の
食
品
等
事
業

者
は「
H
A
C
C
P
に
沿
っ
た
衛
生
管

理
」を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
マ
ル
ト
グ
ル
ー
プ
で
も「
国
内
畜
産
の

未
来
を
ひ
ら
き
、食
卓
に
信
頼
を
お
届
け

す
る
」と
い
う
経
営
理
念
の
も
と
、生
産

現
場
か
ら
食
卓
ま
で
H
A
C
C
P
に

沿
っ
た
商
品
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め

て
お
り
ま
す
。

　

H
azard

A
nalysis

（
危
害
要
因

分
析
）and

C
ritical

C
ontrol 

P
oint

（
重
要
管
理
点
）の
頭
文
字
を

と
っ
た
も
の
で
、食
品
等
事
業
者
自
ら
が

原
料
受
入
か
ら
製
品
の
集
荷
に
至
る

す
べ
て
の
工
程
の
中
で
、食
中
毒
汚
染
や

異
物
混
入
等
の「
危
害
要
因（
ハ
ザ
ー
ド
）」

を
把
握
し
た
上
で
、こ
れ
ら
を
除
去
、低
減

H
A
C
C
P
と
は
？

H
A
C
C
P
に
沿
っ
た

衛
生
管
理
の
制
度
化
に
つ
い
て

さ
せ
る
た
め
に
特
に
重
要
な
工
程

を
管
理
し
、製
品
の
安
全
性
を
確
保

す
る
衛
生
管
理
の
手
法
で
す
。こ
の

手
法
は
宇
宙
食
の
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
に
考
え
出
さ
れ
た
こ
と

は
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

製
造
工
程
を
継
続
的
に
監
視
し
、

記
録
を
残
す
こ
と
で
問
題
の
あ
る

製
品
の
出
荷
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、も
し
事
故
が
起
き

て
も
、速
や
か
に
原
因
を
特
定
し
て

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す  　
　

。

ギ
フ
ト
セ
ン
タ
ー

河
野 

優
里

文

2マルト のとりくみ

CCP
継続的な監視・記録

出
荷

包
装

冷
却

加
熱

保
管

原
料
受
入

温度や時間の管理 異物の検出

手順
実施したことを記録に残し、それを保存する方法を定める
※管理内容に見合った記録用紙作成、保管期間の設定など

HACCPチームをつくる

製品の名称や種類、原材料、添加物などを書き出すなどして洗い出す

製品の特性を確認する

製造工程図を作成する

手順

手順

手順

手順

手順

手順

手順

手順

手順

手順

手順

製造工程図と、現場の状況や認識とにズレがないか確認する

各工程で危害要因になる可能性があるものを洗い出し、分析し、対処方法を検討する
危害要因の分析

危害要因を取り除くための重要管理点を決定する ※加熱・殺菌などの工程

定めた重要管理点で、危害を適切に排除できるか判定するための
管理基準を定める ※製品に応じた中心温度と加熱時間の設定など

定めた管理基準が、適切に実施できているか確認するための
モニタリング方法を定める ※中心温度計で確認、調理器具の設定温度の確認など

管理基準が守られなかった場合に行うべき改善措置を定める ※廃棄、再加熱など

定めた衛生管理は適切に機能しているかを検証するための方法を定める

７原則12手順 HACCPを導入するための手順が「7原則12手順」です。

　

原
則
、全
て
の
食
品
等
事
業
者（
食
品
の

製
造
・
加
工
、調
理
、販
売
等
）は
H
A
C
C
P

に
沿
っ
た
衛
生
管
理
の
実
施
が
必
要
で
す
。こ
れ

は
、事
業
規
模
・
取
扱
食
品
の
特
性
に
応
じ
て
、

2
種
類
に
分
か
れ
て
お
り
、大
規
模
な
事
業
者

に
は「
H
A
C
C
P
に
基
づ
く
衛
生
管
理
」

小
規
模
な
事
業
者
に
は「
H
A
C
C
P
の
考
え

方
を
取
り
入
れ
た
衛
生
管
理
」を
行
う
よ
う

に
と
さ
れ
て
い
ま
す　
　
　

。

マ
ル
ト
グ
ル
ー
プ
の

取
り
組
み

　

過
去
の
記
事
で
も
特
集
し
ま
し
た

が
生
産
現
場
で
あ
る
関
連
会
社
の

豊
橋
市
え
え
じ
ゃ
な
い
か

H
A
C
C
P
推
進
事
業

に
つ
い
て

　

豊
橋
市
は
、市
内
の
食
品
等
事
業

者
を
対
象
に
H
A
C
C
P
導
入
を

推
進
す
る
事
業
を「
豊
橋
市
え
え

じ
ゃ
な
い
か
H
A
C
C
P
推
進
事
業
」

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。安
全
性
の

高
い
食
品
を
製
造
し
て
も
ら
う
た
め

の
H
A
C
C
P
導
入
支
援
と
H
A 

C
C
P
で
工
程
管
理
さ
れ
た
製
品
に

対
し
て
確
認
済
証
を
交
付
す
る
こ
と

で
、市
民
の「
食
の
安
全
」を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。ま
た
、事
業
者
の
H
A
C
C
P

制
度
化
へ
向
け
た
円
滑
な
移
行
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

農
場
で
農
場
H
A
C
C
P
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た（
プ
レ
ス
リ
ッ
ツ
69
号
）。グ
ル
ー
プ

で
は
H
A
C
C
P
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

を
合
わ
せ
た
食
品
安
全
の
国
際
規
格
で
あ
る

I
S
O
2
2
0
0
0
の
取
得
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。豊
橋
飼
料
の
各
工
場

で
は
2
0
1
6
年
に
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
I
S
O
9
0
0
1
か
ら
さ
ら
な

る
品
質
向
上
と
飼
料
安
全
の
た
め
に
I
S
O 

2
2
0
0
0
に
切
り
替
え
ま
し
た（
プ
レ
ス

リ
ッ
ツ
88
号
）。関
連
会
社
で
は
丸
ト
鶏
卵

販
売
、丸
ト
ポ
ー
ト
リ
ー
食
品
、東
京
エッ
グ
、

三
重
チ
キ
ン
に
お
い
て
I
S
O
2
2
0
0
0

を
取
得
し
て
い
ま
す
。エ
ム
イ
ー
シ
ー
フ
ー
ズ

関
東
G
P
セ
ン
タ
ー
で
は
よ
り
厳
し
い

F
S
S
C
2
2
0
0
0
を
2
0
1
9
年
に

取
得
し
て
い
ま
す（
プ
レ
ス
リ
ッ
ツ
88
号
）。

　

ギ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
で
はIdolchef

＊
2
を

通
じ
て
、マ
ル
ト
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
取
引
先

の
皆
さ
ま
と
の
協
力
体
制
を
作
り
、安
心

し
て
い
た
だ
け
る
食
品
を
お
届
け
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

HACCP導入を決定した場合、HACCPチームを編成し、7原則12手順に沿って進めます。
手順の　 から　 までは　　　  から　　　  を進めるための準備になります。

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

原則 7

原則 6

原則 5

原則 4

原則 3

原則 2

原則 1

原則 7原則 11 5

＊1株式会社サンショク ホームページ　https://www.sansyoku.com/　  ＊2 Idol chef　https://idol-chef.com/

　

ギ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
の
取
引
先
で

あ
る
株
式
会
社
サ
ン
シ
ョ
ク
様
＊
1
が

申
請
し
、昨
年「
H
A
C
C
P
導
入

確
認
済
証
」を
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
サ
ン
シ
ョ
ク
様
に
は
ア
イ

ド
ル
シ
ェ
フ
の「
名
古
屋
コ
ー
チ
ン

肉
ま
ん
」な
ど
を
O
E
M
製
造
し
て

頂
い
て
い
ま
す
。

記録と保存方法の設定

重要管理点の決定

管理基準の設定

モニタリング方法の設定

改善措置の設定

検証方法の設定

参照1

参照2

参
照
1

参
照
2
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連 載

1
SDGsSDGs

　取り組みは年度毎に農林水産省の事業として
予算が決定されます。2023年度には約20事業が
認定されています。その中にはバイオマス活用による
持続可能なエネルギー、飼料自給率の向上、国内
肥料資源の利用拡大等があります。今後も様々な
取り組みがみどりの食料システム戦略の事業として
広がりをみせると思われます。

みどりの食料システム戦略の
具体的な取り組み

2015年9月に国連総会でSDGsは採択され、広く世界に広まり自身でも取り組みを行っている方も多いと思い

ます。近年、このSDGsに関する用語を見聞きする機会が多くなりました。そこで本年度はSDGsに関する用語

や話題を毎号に渡り取り上げていきます。本号では「みどりの食料システム戦略」についてご紹介します。
編集部

　SDGs、環境、健康な食生活に対する関心が国内外で高まりつつあります。これらは企業評価やESG投資等を行う上
での重要な判断基準となっています。EUでは化学農薬・肥料の削減等に向けた数値目標を打ち出すなど、国際社会は
経済と環境をイノベーションで両立させる方向に動き始めています。
　日本もこのような動きに的確な対応をする必要があり、政府は2050年カーボンニュートラルの実現を目指す中、食料・
農林水産業の分野において積極的に貢献することとしています。脱炭素化、化学農薬や肥料の低減等の環境負荷
軽減に取り組むことで、持続可能で環境に調和した生産を可能にし、食料の安定供給や食料・農林水産業の発展に
つながります。

みどりの食料システム戦略

　政策手法のグリーン化とは、補助・投融資・税・制度等の政策誘導手法を段階的に見直し、戦略で掲げられた革新的な
技術・生産体系の社会実装や持続可能な取り組みを後押しすることです。
　具体的には、2030年までに施策の支援対象を持続可能な食料・農林水産業を行う者に集中し、2040年までに技術
開発の状況を踏まえつつ、補助事業についてカーボンニュートラルに対応することを目指していきます。
　このみどりの食料システム戦略により期待される効果は、「持続的な産業基盤の構築」、「国民の豊かな食生活、地域
の雇用・所得増大」、「将来にわたり安心して暮らせる地球環境の継承」です。

　新型コロナウイルス感染症やロシアのウクライナ侵攻等の影響で、食料安全保障について各種メディアで議論されてい
ます。さらにSDGsの関心の高まりが相まって、国内の食品・農林水産業を重視されるようになったと思います。当社も経営
理念「国内畜産の未来をひらき、食卓に信頼をお届けする」に基づき、国内の畜産業に貢献してまいります。

文

　2021年5月に農林水産省が策定した政策方針で、
中長期的な観点で食料・農林水産業の生産力向上
と持続性の両立をイノベーション（技術革新）で実現
させることを目指しています。
　今日の日本の農林水産業は多くの課題に直面し、
国内外ではSDGsや環境を重視する動きが加速して
います。みどりの食料システム戦略の取り組みにより、
諸問題を克服するとともに2050年までの持続可能な
食料システムを構築し、未来につながる豊かな食生
活の実現を目指しています。

農林水産省 “みどりの食料システム戦略トップページ”

農林水産省 “みどりの食料システム戦略トップページ”

　日本の食料・農林水産業が直面する問題点は、生産者の減少・高齢化、地域コミュニティの衰退、気候変動による自然
災害の増加、病害虫のまん延、肥料原料の海外依存、温室効果ガスの発生、新型コロナウイルス感染症を契機とした
生産・消費の変化などと、問題点は枚挙にいとまがありません。
　みどりの食料システム戦略ではこれらの諸問題について持続可能性の課題として捉えています　　 。生産者の減少・
高齢化や地域コミュニティの衰退から
「農林水産業の生産力強化」、気候
変動や病害虫のまん延から生産環境
の改善に向けた「環境負荷軽減」、
新型コロナウイルス感染症を契機とし
た生産・消費の変化から「国産食料
の安定供給やサプライチェーンの効率
化」に向けた取り組みを進める必要が
あるとしています。

図1

みどりの食料システム戦略とは みどりの食料戦略システムの取り組みについて

政策手法のグリーン化

最後に

地球環境問題とSDGsへの対応

持続可能性の課題

サプライチェーンにおける取り組み目標図2

みどりの食料システム戦略における諸問題と持続可能性の課題図1

　サプライチェーン全体について『調達』、『生産』、
『加工・流通』、『消費』の各段階において環境負
荷軽減につながる取り組み目標が掲げられてい
ます        。
　この目標に基づき、労力軽減・生産性向上、地域
資源の最大活用、脱炭素化（温暖化防止）、化学
農薬・化学肥料の低減、生物多様性の保全・再生
の点から、2040年までに革新的な技術・生産体系
を順次開発、2050年までに「政策手法のグリーン
化」を推進し社会実装の実現を目指しています。

図2
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